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浄
泉
寺
報
第 12 号　 

当面の行事等

８月　10日（日）　新盆棚経

８月　13日～ 15 日　棚経

８月　15日　万燈供養（演奏会）

　午後６時～午後 11 時頃まで

　（イベント午後 7 時から８時まで）

８月 17日　施食会　午前９時から

９月 20日～ 26 日　秋彼岸会

10 月　観月会イベント未定

（実施の場合は、別途ご案内申し上げます。）

　

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す

が
檀
信
徒
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
の

こ
と
と
拝
察
し
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
日
頃
よ
り
浄
泉
寺
護
持
の

た
め
ご
尽
力
頂
い
て
お
り
ま
す
こ

と
、
改
め
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
更
に
、
前
号
で
お
願
い
致
し
ま

し
た
大
本
山
總
持
寺
二
祖
禅
師
大
遠

忌
の
ご
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
多
く
の

皆
様
か
ら
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
半
年
が
過
ぎ
、
国
内
で
も

色
々
な
事
件
が
毎
日
の
よ
う
に
報
道

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
衝
撃

だ
っ
た
の
は
、
お
隣
の
国
「
韓
国
」

で
の
旅
客
船
の
事
故
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
毎
日
テ
レ
ビ
で

救
出
の
状
況
等
が
放
映
さ
れ
ま
し

た
。
助
け
ら
れ
た
は
ず
の
多
く
の
若

い
命
が
一
瞬
に
消
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
利
潤
追
求
優
先
や
安
全
管
理
意

識
の
欠
如
が
人
命
の
軽
視
に
繋
が
っ

た
恐
ろ
し
い
事
件
で
し
た
。
亡
く
な

ら
れ
た
方
に
は
、
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
ご
家
族
の

皆
様
の
心
の
傷
が
少
し
で
も
軽
減
し

ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

さ
て
、
浄
泉
寺
の
行
事
で
す
が
、

花
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
は
参
加

者
の
減
少
に
よ
り
中
止
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
月
例
行
事
の
御
詠
歌
講
や

写
経
会
は
新
た
な
参
加
者
を
迎
え
て

益
々
充
実
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
更

に
坐
禅
会
も
参
加
者
は
増
え
お
り
ま

す
。
檀
信
徒
の
皆
様
も
是
非
見
学
か

ら
で
も
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

次
に
、
今
年
の
万
燈
会
で
す
が
、

こ
れ
も
例
年
通
り
八
月
十
五
日
の
送

り
盆
の
夜
、
境
内
と
墓
地
に
沢
山
の

蝋
燭
を
灯
し
、
檀
信
徒
各
家
の
ご
先

祖
様
の
ご
供
養
、
あ
る
い
は
無
縁
の

精
霊
に
ご
供
養
す
る
法
要
と
二
度
目

と
な
る
琵
琶
奏
者
を
招
い
て
、
ま
さ

に
万
燈
会
に
相
応
し
い「
平
家
物
語
」

を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

表
紙
の
写
真
は
、
前
号
で
山
門
の

松
が
枯
れ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
た
ら

早
速
富
里
市
在
住
の
お
檀
家
の
廣
瀬

様
ご
夫
妻
か
ら
お
子
様
の
菩
提
を
弔

う
た
め
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
も
の

で
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秋
の
永
平
寺
参
拝
旅
行

は
、
諸
般
の
事
情
か
ら
延
期
致
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
檀
信
徒
の
皆
様
方
の
ご
健

勝
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

住　

職　

合　

掌

新たに植えられ山門の黒松（富里市：廣瀬氏寄贈）
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●
寄
附
芳
名
一
覧
（
順
不
同
）

青
木　

忠
誠　

様　

飯
仲

会
田　

利
夫　

様　

上
岩
橋

青
柳　

一
敏　

様　

伊
篠

赤
地　

忠
勝　

様　

飯
仲

赤
地　

俊
夫　

様　

伊
篠

阿
久
澤
清
次　

様　

ふ
じ
き
野

麻
生　

生
二　

様　

飯
仲

麻
生　

芳
治　

様　

不
動
ヶ
岡

浅
沼　

正
行　

様　

伊
篠

阿
部　

秀
男　

様　

佐
倉
市
臼
井

飯
嶋　

國
扶　

様　

飯
田
町

飯
嶋　

み
つ　

様　

飯
田
町

飯
嶋　

康
友　

様　

飯
仲

飯
田　

良
明　

様　

千
葉
市
中
央
区

石
川　

禮
行　

様　

飯
田
町

石
原　

門
平　

様　

飯
田
町

市
村　

勝
義　

様　

三
里
塚

伊
藤　

健
二　

様　

公
津
の
杜

伊
藤　
　

勝　

様　

上
岩
橋

井
上
照
八
洲　

様　

加
良
部

井
原　
　

匡　

様　

中
台

今
村　

つ
る　

様　

橋
賀
台

梅
田　

典
子　

様　

根
木
名

遠
藤　
　

泉　

様　

飯
仲

遠
藤　

憲
一　

様　

佐
倉
市
表
町

遠
藤　

利
雄　

様　

千
葉
市
若
葉
区

遠
藤　

房
恵　

様　

佐
倉
市
六
崎

大
内　

邦
子　

様　

東
京
都
葛
飾
区

大
澤　
　

巌　

様　

千
葉
市
美
浜
区

大
坂　

正
雄　

様　

並
木
町

大
坪　

賢
一　

様　

中
台

大
坪　

操
子　

様　

吾
妻

大
槻　

久
代　

様　

日
吉
台

大
沼　

正
一　

様　

中
台

大
野　
　

邦　

様　

七
栄

岡　
　

高
志　

様　

東
酒
々
井

岡
野
八
千
代　

様　

八
千
代
市
村
上

小
椋　

と
め　

様　

七
栄

小
嶋　

光
雄　

様　

酒
々
井

小
野
塚
ヤ
ツ
子
様　

芝
山
町
新
井
田

小
山
田
康
雄　

様　

印
西
市
東
の
原

金
打　

定
子　

様　

七
栄

梶
田　

修
也　

様　

佐
倉
市
千
成

門
倉
た
か
子　

様　

埼
玉
県

金
澤　

良
一　

様　

飯
田
町

金
光　

明
美　

様　

下
方

鎌
形　

嘉
彦　

様　

中
央
台

河
上　

一
吉　

様　

山
武
郡

川
島　
　

弘　

様　

伊
篠

岸
田　

謙
二　

様　

中
央
台

北
川　

雅
由　

様　

酒
々
井

北
崎　

伸
志　

様　

中
台

日
下
て
る
子　

様　

花
崎
町

工
藤　

善
美　

様　

御
料

国
安　

昌
治　

様　

飯
仲

栗
原
紀
美
代　

様　

十
倉

源
間
チ
ト
セ　

様　

東
酒
々
井

小
坂
明
宮
己　

様　

上
岩
橋

小
菅　

幸
雄　

様　

飯
田
町

小
林　

昭
夫　

様　

東
酒
々
井

小
林　

昭
治　

様　

吾
妻

小
林　

禮
子
　
様
　
東
酒
々
井

小
宮　

一
四　

様　

成
田
市
官
林

齋
藤　

孝
壹　

様　

伊
篠

齋
藤　
　

茂　

様　

東
酒
々
井

齋
藤　

静
枝　

様　

中
台

齋
藤　

敏
男　

様　

佐
倉
市
鏑
木
町

齋
藤　

敏
子　

様　

中
央
台

齋
藤　
　

勝　

様　

伊
篠

齋
藤　

安
弘　

様　

伊
篠

櫻
井　

英
一　

様　

伊
篠

櫻
井　

照
子　

様　

中
川

佐
々
木
孝
吉　

様　

日
吉
倉

佐
々
木
高
士　

様　

船
橋
市

佐
々
木
勇
二　

様　

中
央
台

笹
子　

一
夫　

様　

東
酒
々
井

佐
藤　
　

篤　

様　

並
木
町

佐
藤　

大
介　

様　

加
良
部

佐
藤　

拓
也　

様　

加
良
部

佐
藤　

幸
夫　

様　

七
栄

佐
野　

健
治　

様　

東
酒
々
井

佐
野
智
代
子　

様　

中
台

猿
渡　

定
男　

様　

本
三
里
塚

椎
塚　

和
明　

様　

並
木
町

篠
原
み
ね
子　

様　

東
酒
々
井

柴
田　
　

博　

様　

美
郷
台

清
水　

公
雄　

様　

吾
妻

庄
子　

晴
三　

様　

七
栄

菅
原　

節
子　

様　

日
吉
台

菅
原
ト
ヨ
子　

様　

中
央
台

鈴
木　
　

登　

様　

中
台

清
宮　

正
博　

様　

上
岩
橋

清
宮　
　

優　

様　

飯
田
町

関
口
イ
ツ
子　

様　

七
栄

関
口　

廣
市　

様　

飯
仲

髙
橋　
　

清　

様　

東
酒
々
井

泰
道　

洋
子　

様　

橋
賀
台

高
木　

計
好　

様　

加
良
部

髙
橋
や
え
ぎ　

様　

上
本
佐
倉

田
口　

孝
義　

様　

飯
田
町

武
田　

幸
子　

様　

本
佐
倉

田
澤　

誠
一　

様　

玉
造

多
田　

一
久　

様　

東
酒
々
井

多
田　

良
一　

様　

飯
仲

谷
口　

栄
子　

様　

日
吉
台

角
田　
　

済　

様　

七
栄

寺
田
サ
ト
子　

様　

公
津
の
杜

中
村　

壽
孝　

様　

橋
賀
台

中
沖　
　

晃　

様　

中
台

長
島　

典
子　

様　

七
栄

長
瀬　

光
志　

様　

新
中
沢

中
西　

則
子　

様　

吾
妻

永
野　
　

豊　

様　

橋
賀
台

永
峯　
　

衛　

様　

囲
護
台

永
峯　

昭
夫　

様　

伊
篠

西
田
八
重
子　

様　

下
岩
橋

西
村　

康
男　

様　

東
酒
々
井

奈
良　

篤
子　

様　

千
葉
市
稲
毛
区

鳴
田　

賢
司　

様　

飯
仲

鳴
田　

チ
ヨ　

様　

茨
城
県

萩
原　

幸
三　

様　

伊
篠

端
山　

弘
義　

様　

神
奈
川
県

長
谷
川
日
出
男
様　

並
木
町

濱
田　

義
章　

様　

酒
々
井

濱
野　
　

拡
　
様
　
江
弁
須

原
山
　
　
浩
　
様
　
上
本
佐
倉
　

平
舘
　
英
見
　
様
　
上
本
佐
倉
　

平
野
　
章
子
　
様
　
東
酒
々
井

平
澤
千
枝
子
　
様
　
日
吉
台

廣
瀬
　
久
幸
　
様
　
七
栄

藤
崎
　
富
雄
　
様
　
七
栄

船
山
　
泰
弘
　
様
　
三
里
塚
御
料

古
内
　
哲
也
　
様
　
並
木
町

觸
澤
　
俊
典
　
様
　
七
栄

堀
　
　
絹
代
　
様
　
中
央
台

堀
口
千
代
子
　
様
　
八
街
市

堀
場
　
角
也
　
様
　
船
橋
市

本
多
　
勝
治
　
様
　
加
良
部

松
村
　
春
子
　
様
　
千
葉
市
中
央
区

松
山
　
　
淳
　
様
　
八
千
代
市

丸
山
美
奈
子
　
様
　
上
岩
橋

宮
川
　
春
治
　
様
　
伊
篠

宮
崎
　
み
や
　
様
　
飯
田
町

大
本
山
總
持
寺
大
遠
忌

　
　
　
寄
附
金
の
ご
報
告

　

檀
信
徒
の
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
し
た
大
本
山
總
持
寺
大
遠

忌
寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。
お
陰
さ
ま
で
当
初

の
予
定
額
を
達
成
し
、
二
月
四
日
に

依
頼
の
あ
っ
た
金
額
を
總
持
寺
様
へ

納
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
寄
附
金
額　

五
二
八
、〇
〇
〇
円

◆
納
入
金
額　

二
八
〇
、九
〇
〇
円

◆
寄
附
金
残
額
二
四
七
、一
〇
〇
円

※
残
金
は
、
総
代
会
議
等
に
諮
っ
て

使
途
を
定
め
後
日
報
告
致
し
ま
す
。
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浄
泉
寺
大だ

い

施せ

食じ
き

会え

と

　
　
棚た

な

経ぎ
ょ
うの

お
知
ら
せ

◎
　
施
食
会
　
八
月
十
七
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら

　
当
寺
本
堂
で
お
勤
め
し
ま
す
。

　

施
食
会
は
、
も
と
は
施
餓
鬼
と

い
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
曹
洞

宗
で
は
、
人
権
的
見
地
か
ら
「
施
食

会
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
近
年
は
新
盆
を
迎
え
る
方
の
参

加
が
大
半
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
施

食
会
は
、縁
の
あ
る
無
し
を
問
わ
ず
、

広
く
諸
精
霊
に
飲お

ん

食じ
き

を
施
す
法
会
で

す
。
他
の
た
め
に
す
る
供
養
は
、
自

分
自
身
に
積
む
善
徳
と
な
り
ま
す
。

　

施
食
会
で
の
、
ご
先
祖
様
の
卒
塔

婆
供
養
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

供
養
料
は
、
一
本
三
千
円
で
す
。

◎
　
棚
　
経
　

　
　
八
月
十
三
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
　
伊
篠
・
飯
仲
地
区

　
　
　
　
午
後
　
中
央
台
・
東
酒
々

　
　
　
　
　
　
　
井
・
そ
の
他
酒
々

　
　
　
　
　
　
　
井
・
佐
倉
地
区

　
　

八
月
十
四
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
　
並
木
町
・
飯
田
町

　
　
　
　
　
　
　
成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
ン
地
区

　
　
　
　
午
後
　
富
里
地
区

　
　
八
月
十
五
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
　
そ
の
他
地
区

※　

不
在
の
方
は
、
必
ず
ご
連
絡
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
原
則
と
し
て

日
程
の
変
更
は
、
お
受
け
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
日
程
で
不
都
合
の
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
よ
り
八
月

十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
毎
日
午

後
五
時
よ
り
当
寺
本
堂
に
て
、
合

同
で
ご
供
養
い
た
し
ま
す
。
午
後

四
三
十
分
ま
で
に
、
お
越
し
の
上
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
供
養
料　

三
千
円
以
上

・
卒
塔
婆
つ
き
供
養
料

　
　
　
　
　

五
千
円
以
上

※　

卒
塔
婆
つ
き
供
養
の
場
合
は
、

当
日
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
◎
　
新
盆
に
つ
い
て

　
今
年
新
盆
を
迎
え
る
の
は
、

　

平
成
二
十
四
年
七
月
よ
り

　
平
成
二
十
五
年
六
月
ま
で
に
逝
去

さ
れ
た
方
で
す
。

（
お
盆
ま
で
に
四
十
九
日
忌
を
終
え

ら
れ
た
霊
位
で
す
。）

◎　

新
盆
棚
経

　
　
　

八
月
十
日
（
日
）

※　

対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
、
別

途
詳
し
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
盆
の
迎
え
か
た

　

お
盆
は
、
一
年
に
一
度
、
八
月
に
、

そ
の
家
の
ご
先
祖
を
お
迎
え
し
て
十

分
な
供
養
を
す
る
時
で
す
。
地
方
に

よ
り
、ま
た
そ
の
家
の
習
慣
に
よ
り
、

そ
の
迎
え
方
は
異
な
り
ま
す
が
、
そ

の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

八
月
十
三
日
の
夕
方
、
家
の
門
口

で
オ
ガ
ラ
（
皮
を
は
い
だ
麻
の
茎
）

を
焚
い
て
精
霊
（
祖
霊
）
を
迎
え
る

風
習
や
、
お
墓
参
り
を
し
、
墓
前
で

火
を
焚
い
て
先
祖
の
霊
を
迎
え
る
習

慣
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
「
迎
え

火
」
と
い
い
ま
す
。

　

十
四
日
、
精
霊
は
そ
の
家
に
留
ま

る
と
さ
れ
、
仏
壇
や
精
霊
棚
、
ま
た

墓
前
に
灯
明
や
灯
籠
を
と
も
す
の

は
、
万
灯
の
一
つ
と
し
て
精
霊
に
供

養
す
る
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

十
五
日
の
夕
べ
（
ま
た
は
翌
早

朝
）
ご
先
祖
様
は
そ
の
家
を
去
る
と

い
わ
れ
て
お
る
と
こ
ろ
か
ら
「
仏
送

り
」
と
も
い
い
、「
送
り
火
」
を
焚

き
、
お
供
え
を
し
、
灯
籠
を
流
し
た

り
、
水
辺
の
無
縁
の
霊
に
施
し
を
す

る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
昨
今
で
は
、
河
水
を
汚
す

の
を
避
け
る
た
め
、
供
物
を
河
に
流

さ
ず
適
宜
処
分
す
る
よ
う
で
す
。

　

御
霊
お
く
り
　
万
燈
会
　

　
今
年
の
万
燈
会
は
、
琵
琶
奏
者
の

岩い
わ
さ佐

鶴か
く
じ
ょ
う丈

氏
を
お
招
き
し
、
平
家

物
語
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

浄
泉
寺
に
岩
佐
氏
を
お
招
き
す
る

の
は
二
度
目
で
す
。
今
回
は
、
薩
摩

琵
琶
と
楽
琵
琶
の
二
つ
の
琵
琶
を
お

楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

　

境
内
や
墓
所
に
灯
る
多
く
の
蝋
燭

の
明
か
り
も
幻
想
的
で
見
物
で
す
。

日　

時　

平
成
26
年
8
月
15
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
7
時
か
ら
8
時
ま
で

受　

付　

午
後
6
時
30
分
か
ら

場　

所　

浄
泉
寺　

本
堂
内

　
　
　
　

イ
ス
席　

約
80
席

　
入
　
場
　
無
　
料

演　

目　

平
家
物
語
よ
り
「
俊
寛
」

　
　
　
　
「
啄
木
」「
楊
真
操
」

　
　
　
　
「
敦
盛
」
な
ど

※　

予
約
は
、
不
要
で
す
が
、
イ
ス

席
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申

込
く
だ
さ
い
。
本
堂
に
入
り
き
れ
な

い
場
合
は
入
場
制
限
が
あ
り
ま
す
。琵琶奏者　岩佐鶴丈氏

宮
田
　
和
雄
　
様
　
伊
篠

宮
田
　
和
雄
　
様
　
伊
篠

宮
田
　
　
武
　
様
　
船
橋
市

宮
田
　
敏
司
　
様
　
伊
篠

村
嶋
　
和
広
　
様
　
飯
仲

村
嶋　

重
道　

様　

十
倉

村
島　

庄
次　

様　

飯
仲

村
嶋　

孝
志　

様　

飯
仲

村
嶋　

義
次　

様　

飯
仲

本
山　

忠
善　

様　

東
酒
々
井

安
原　
　

博　

様　

上
岩
橋

矢
代　

一
雄　

様　

中
央
台

山
﨑　
　

久　

様　

栄
町

山
﨑　

敏
雄　

様　

並
木
町

山
﨑　

昌
生　

様　

中
台

山
中　

公
男　

様　

江
弁
須

横
田　
　

勉　

様　

並
木
町

吉
岡　
　

修　

様　

伊
篠

吉
岡　

忠
夫　

様　

伊
篠

吉
岡　

正
孝　

様　

伊
篠

吉
岡　

真
澄　

様　

伊
篠

吉
岡　
　

稔　

様　

東
京
都
大
田
区

吉
岡　

良
夫　

様　

伊
篠

吉
田　
　

浩　

様　

飯
田
町

吉
田
ヤ
ス
子　

様　

七
栄

吉
松　

節
子　

様　

東
酒
々
井

米
井　
　

満　

様　

東
酒
々
井

米
久
保
悦
子　

様　

伊
篠

和
田　
　

猛　

様　

東
酒
々
井

渡
邉　

敬
子　

様　

中
台

渡
辺　

治
子　

様　

宗
吾

綿
貫　

公
良　

様　

中
沢

　

※
一
名
、
氏
名
未
記
載
あ
り
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仏  

教  

豆  

知  

識

二
十
五

二
十
四

二
十

十　

四
十四

   

二　
六
十
三

五
十
七

一　

周　

忌

三　

回　

忌

七　

回　

忌

十 

三 

回 

忌

十 

七 

回 

忌

二
十
三
回
忌

二
十
五
回
忌

二
十
七
回
忌

三
十
三
回
忌

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

昭
和

昭
和

年年年年年年年年年

　

や
す
ら
ぎ
は

　
　
ご
先
祖
の
供
養
か
ら

篤
志
の
ご
披
露

　

ま
た
、　

浄
泉
寺
本
堂
内
の
仏
具

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
成
田
市
飯
田

町
の
福
智　

達
様
か
ら
ご
両
親
の
菩

提
を
弔
う
た
め
ご
寄
付
の
申
し
出
が

あ
り
、
欅
製
中
央
香
台
を
買
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
併
せ
て
感
謝
の
意
を

持
っ
て
ご
両
親
の
追
善
ご
供
養
を
お

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
本
堂
や
境
内
に
品
物

で
ご
寄
付
を
頂
き
ま
す
と
永
年
に

亘
っ
て
残
り
ま
す
。

　

お
志
の
あ
る
篤
志
の
方
は
、
是
非

ご
相
談
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

　

浄
泉
寺
報
第
十
号
で
昨
年
の
夏
に

山
門
の
松
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
ご
報
告
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
早

速
、
亡
き
お
子
様
の
菩
提
を
弔
う
と

い
う
こ
と
で
ご
奉
納
の
申
し
出
を
頂

き
ま
し
た
。
節
分
を
待
っ
て
大
雪
の

後
、
山
門
に
大
変
立
派
な
黒
松
が
植

樹
さ
れ
ま
し
た
。
浄
泉
寺
で
は
後
日

お
子
様
の
追
善
供
養
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。
大

変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■　

山
門
黒
松
一
式

　

奉
納
者　

富
里
市
七
栄

　
　
　
　
　
　
　

廣
瀬　

久
幸
様

　
　
　
　
　
　
　

廣
瀬
か
ほ
る
様

■　

欅
製
中
央
香
台

　

奉
納
者　

成
田
市
飯
田
町

　
　
　
　
　
　
　

福
智　

達　

様

見事な黒松と廣瀬ご夫妻

福智　達様と中央香台

淨
泉
寺
で
特
派
布
教
講
習
会

　

去
る
六
月
二
十
日
（
金
）
午
後
一

時
半
か
ら
、
例
年
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
第
三
教
区
の
特
派
布
教
講
習
会
が

浄
泉
寺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
教
区
内
の
寺
院
及
び
檀

信
徒
の
皆
様
約
百
名
が
参
加
さ
れ
、

開
講
式
の
後
、
宮
崎
県
延
岡
市　

普

門
寺
ご
住
職　

吉
井
泰
俊
老
師
か
ら

『
布
施
の
菩
薩
行
〜
「
支
え
合
っ
て

生
き
る
」』
と
い
う
演
題
で
お
話
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
人
権
学
習
会
が
併

せ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
段
中
々
聞
け
な
い
貴
重
な
ご
法

話
に
接
し
、
参
加
者
の
心
も
仏
様
と

一
つ
に
な
り
、
清
々
し
い
気
持
ち
で

講
習
会
を
終
え
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

お
香
は
、イ
ン
ド
で
は
古
代
よ
り
、

臭
気
を
除
き
、
身
心
を
爽
や
か
に
す

る
生
活
必
需
品
と
し
て
愛
用
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
来
客
が
あ
れ
ば
、
お
香

を
焚
い
て
室
内
を
清
涼
に
し
、
も
て

な
す
の
が
礼
儀
と
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
が
、
お
釈
迦
様
の
時
代
に
、
供

養
の
品
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
、
仏

教
の
発
展
と
共
に
、
最
高
の
供
養
品

と
し
て
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
で
す
。

　

お
香
は
、
昔
か
ら
「
仏
の
使
い
」

と
か
、「
信
心
の
使
い
」
と
か
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
お
香
は
人

間
の
信
心
を
、
よ
く
仏
菩
薩
に
通
じ

さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
使
者
、
と
い

う
意
味
で
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
次
の

話
が
あ
り
ま
す
。

　

お
釈
迦
様
が
現
世
に
お
ら
れ
た
こ

ろ
、
或
る
長
者
の
二
人
の
息
子
が
、

お
釈
迦
様
の
た
め
に
、
お
堂
を
建
て

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
二
人
の
兄

弟
は
、
お
釈
迦
様
を
お
迎
え
し
た
い

と
思
い
、
香
を
焚
い
て
、
お
釈
迦
様

の
い
ら
っ
し
ゃ
る
祇
園
精
舎
の
方
に

向
か
っ
て
、
来
臨
（
お
い
で
に
な
る

の
）
を
祈
願
し
ま
し
た
。
す
る
と
香

煙
は
風
に
吹
か
れ
て
祇
園
精
舎
へ
と

た
な
び
き
、
お
釈
迦
様
の
御
頭
の
上

を
、
香
煙
が
天
蓋
の
よ
う
に
お
お
う

ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
お
釈
迦
様
は

二
人
の
信
仰
の
篤
さ
を
知
り
、早
速
、

兄
弟
の
建
て
た
お
堂
に
や
っ
て
来
ら

れ
た
、
と
い
う
話
で
す
。

　

こ
の
因
縁
に
よ
り
、香
を
焚
く
と
、

仏
菩
薩
が
直
ち
に
降
臨
さ
れ
る
、
と

い
う
信
仰
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

　

ま
た
お
香
は
、
一
度
火
を
つ
け
て

燃
や
せ
ば
、
燃
え
尽
き
る
ま
で
消
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
は
た

ら
き
を
精
進
と
い
い
、六
波
羅
蜜（
菩

薩
の
六
つ
の
実
践
徳
目
）
の
中
の
、

〈
精
進
〉
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
。

お
香
の
功
徳


